AIの委託先・サービスの確認リスト
※ ［　　］を自社の内容に置き換えてください。確認の結果は、利用規約・契約書・公開されている資料など、根拠にした資料の名前と条項を残します。確認の項目は一般的な例です。扱う情報や業務に合わせて足したり減らしたりしてお使いください。
1. 基本情報
	項目
	記入欄

	確認する相手（会社名）
	［　　　　］

	サービス・委託の内容
	［　　　　］（□ AIのサービスの利用　□ AIの開発の委託　□ 両方）

	使う部署・目的
	［　　　　］

	扱う情報の区分
	□ 入力してよい　□ 条件付き　□ 入力しない情報を含む（個人情報・取引先の情報など）

	契約の種類
	［　　　　］（例：法人向けの契約、個人向けの規約、個別の業務委託契約）

	確認者・確認日
	［　　　　］　［　　　　］年［　　　　］月［　　　　］日



2. 情報の扱い
	番号
	確認すること
	確認の結果
	根拠（資料名・条項）・メモ

	1
	入力したデータ・預けたデータを、何の目的で使うかが契約や規約に書かれている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	2
	相手の会社の中で、データを見られる人と、その条件が決まっている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	3
	再委託（ほかの会社にさらに任せること）の有無と、その条件が示されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	4
	個人情報を扱う場合に、安全管理の措置（アクセスの制限・暗号化・教育など）が示されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	5
	取引先から預かった情報を入力する場合に、取引先との契約の条件と矛盾しない
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］



3. 学習への利用
	番号
	確認すること
	確認の結果
	根拠（資料名・条項）・メモ

	1
	入力したデータが、AIのモデルの学習に使われるかどうかが明記されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	2
	学習に使われない設定ができる（既定の設定がどちらかも確かめる）
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	3
	その設定を、会社の管理者がまとめて行える
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	4
	学習のほかに、品質の改善や不正の監視などの目的で、人がデータを見ることがあるかが示されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	5
	規約が変わったときの知らせ方が決まっている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］



4. 保存場所と保存期間
	番号
	確認すること
	確認の結果
	根拠（資料名・条項）・メモ

	1
	データが保存される国・地域が示されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	2
	保存の期間と、削除の方法（会社で削除できるか、依頼が必要か）が示されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	3
	バックアップや記録（ログ）に残るデータの扱いが示されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	4
	保存するときと送るときの暗号化の有無が示されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］



5. 認証と管理
	番号
	確認すること
	確認の結果
	根拠（資料名・条項）・メモ

	1
	会社のアカウントで利用者を管理できる（シングルサインオンなど）
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	2
	多要素認証が使える
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	3
	利用者ごとの権限を設定できる
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	4
	操作の記録（ログ）を会社で確かめられる
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	5
	第三者による認証や報告書（例：ISMS〔ISO/IEC 27001〕、ISMAP、SOC報告書）の有無と対象の範囲を確かめた
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	6
	脆弱性（セキュリティ上の弱点）への対応の方針が示されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］



6. 事故の対応
	番号
	確認すること
	確認の結果
	根拠（資料名・条項）・メモ

	1
	情報の漏えいなどの事故が起きたときの連絡の窓口と、連絡までの期限が決まっている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	2
	連絡の内容（起きたこと・影響の範囲・対応）と、原因の調査・報告の流れが決まっている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	3
	個人データの漏えいなどがあった場合に、当社が行う報告や本人への通知に必要な情報の提供に協力してもらえる
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	4
	サービスの停止や障害のときの連絡と、復旧の目安が示されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	5
	損害が生じたときの責任の範囲（上限の有無など）を確かめた
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］



7. 契約の終了時のデータ
	番号
	確認すること
	確認の結果
	根拠（資料名・条項）・メモ

	1
	契約が終わるときに、データを返してもらえる（返す形式も確かめる）
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	2
	返した後のデータの削除の方法と、削除したことの確かめ方（証明書の発行など）が決まっている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	3
	終了後に相手のもとでデータが残る期間が示されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	4
	ほかのサービスへの移行の支援の有無を確かめた
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］



8. 開発を委託する場合（追加）
	番号
	確認すること
	確認の結果
	根拠（資料名・条項）・メモ

	1
	成果物（プログラム・学習済みのモデル・設定など）の権利がどちらに属するかが決まっている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	2
	開発に使う当社のデータを、相手がほかの目的やほかの顧客のために使わないことが決まっている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	3
	生成物の品質の確かめ方と、受け入れの条件が決まっている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］

	4
	開発の後の保守・見直しの範囲と費用が示されている
	□ はい　□ いいえ　□ 確認中
	［　　　　］



9. 確認の結果と判断
	項目
	記入欄

	「いいえ」「確認中」の項目と対応
	［　　　　］

	判断
	□ 使う　□ 条件付きで使う　□ 使わない　□ 確認を続ける

	使う場合の条件
	［　　　　］（例：入力する情報の区分を限る、学習に使わない設定を管理者が行う）

	次の確認日
	［　　　　］（例：契約の更新の前、規約が変わったとき）

	承認者・承認日
	［　　　　］



参考にできる公的な資料
・総務省・経済産業省「AI事業者ガイドライン」
・個人情報保護委員会「個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（通則編）」「同（外国にある第三者への提供編）」
・個人情報保護委員会「生成AIサービスの利用に関する注意喚起等について」
※ 個人データの取扱いを委託する場合、個人情報保護法では、委託先で安全管理が図られるよう必要かつ適切な監督を行うことが求められています（第25条）。外国の事業者に個人データを扱わせる場合の扱いや、契約の条項の書き方は、弁護士などの専門家に確かめていただくと安心です。資料は更新されることがあるため、最新版を確かめてください。
変更の記録
	日付
	変えた内容
	理由
	了承した人

	［　　　　］
	［　　　　］
	［　　　　］
	［　　　　］

	［　　　　］
	［　　　　］
	［　　　　］
	［　　　　］

	［　　　　］
	［　　　　］
	［　　　　］
	［　　　　］



AI-Ready.jp（https://www.ai-ready.jp）のひな形｜自社の状況に合わせてご利用ください




